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連合会第４９回通常総会開催

新年度・就任のご挨拶（農林水産部長、農地局長、農村計画課長、農地整備課長、農村環境課長）

平成１９年度第１回理事会開催

第４８回全国土地改良功労者表彰式並びに農業農村整備優良地区コンクール表彰式開催

農業基盤整備資金の金利改定について

農業農村整備事業発注者支援機関に認定

水土里ネット探訪 Vol.１０（麻生東部土地改良区・菅生沼土地改良区・稲荷川土地改良区）

第１１回大好きいばらき農業農村フォトコンテスト表彰式の開催

県農林水産部農地局の人事異動

連合会の人事異動
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　水土里ネット茨城（茨城県土地改良事業団体連

合会）の第４９回通常総会が、去る２月２７日水

戸市「ホテルレイクビュー水戸」において、関係

者約３００名が参集し開催された。

 総会に先立ち山口会長は「食料・農業・農村基

本計画に基づき、担い手の経営に着目した品目横

断的経営安定対策の導入、農地・水・環境の保全

の取り組みが重要な施策として位置づけられてお

り、地域ぐるみでの効果の高い共同活動を活かし

た農地・水・環境保全向上対策が本格的に実施さ

れることになっている。この施策の導入により営

農活動を一体的に質を高め、長期的に地域振興の

施策として計画することが求められている。この

ためには水・土・里の資源を次世代に適切に引き

継いでいくことが必要であり、地域住民の方々と

密接に連携した活動を展開するとともにまた行政

等とも調整を図り、着実に実践していくことが重

要である。本会としても関連する施策に積極的に

取り組み、農業農村整備事業をとおして生産性の

高い地域農業の確立と農村を作り出して参りた

い。」と挨拶した。

　引き続き土地改良功労団体及び功労者の表彰が

行われ、１３団体と１５名の個人および本会職員

２名に対し表彰状が授与された。

 続いて橋本県知事、関東農政局長伊藤建一氏

（代理：次長林田直樹氏）、飯野県議会議長の祝

辞の後、来賓の紹介、祝電の披露があった。

 このあと、つくばみらい市の飯島市長が議長に

就き議事に入り、提出された議案第１号～第８号

まですべて原案通り可決承認された。

 なお、第９号議案「任期満了に伴う役員の改選

について」は、理事・監事のブロック別定数に基

づき、各地区から推進された役員候補者が承認さ

れた。

　議事終了後、小嶋専務理事により決議（案）が読

み上げられ満場の拍手により採択され、盛会裡に

総会が終了した。



斉 藤　久 男

　この度の人事異動によりま
して、茨城県農林水産部長に
就任しました斉藤でございま
す。会員の皆様方には、日頃
より、本県の農業農村整備事
業にご理解とご支援ご協力を
賜っておりますことを紙面を
お借りしまして、厚くお礼申
し上げます。
 近年の農業農村を取り巻く

環境は、グローバル化の一層の進展や地域間競争の
激化、担い手の高齢化など、厳しい状況にあります。
 農業・農村の振興につきましては、「茨城県農
業・農村振興計画」及び「茨城農業改革大綱」に
基づき、消費者のベストパートナーとなる茨城農
業の確立を目指して、茨城農業改革に取り組んで
おります。本年度は、後期の改革進展期がスター
トすることから、前期の評価や情勢の変化等を踏
まえた年次計画を策定し、改革意識の醸成をはじ
めとする現行の施策項目を基本として、各種施策
を強力に推進することにより茨城農業改革をさら
に進展させてまいります。
 具体的には、本年度から「品目横断的経営安定
対策」などが導入され、認定農業者等に施策が集
中化・重点化されることから、これに適確に対応
するため、集落営農の組織化に向けた取り組みや
認定農業者等の経営改善に向けた取り組みへの支

援などを行ってまいります。また、「いばらき営
農塾」の充実を図り、認定農業者等を対象とした
技術習得講座を開設するほか、産地のリーダーと
なる女性農業者を養成するための研修を実施する
など、茨城農業を支える担い手の確保・育成を強
化してまいります。
 加えて、水田の大区画化などの基盤整備と担い
手への農地利用集積を一体化に進めるとともに、
高品質な農産物を安定的に供給できる「畑地かん
がい施設等の整備」を進めるほか、本年度から
「農地・水・環境保全向上対策」が導入されるこ
とから、農地・農業用水等の資源を地域共同で保
全管理する活動に対する支援を行ってまいります。
 さらに、引き続き環境にやさしい農業実践者の組
織化やその活動に対する支援などを行うほか、茨城
型のエコ農業の展開に向けて、エコ農業の推進方策、
イメージアップ戦略等の構想を策定してまいります。
 これらの施策を進めるうえで、農地や農業用水
等の農業生産の基盤を支えている土地改良区の役
割が益々重要となっており、土地改良区の積極的
な関与が期待されるところであります。
 今後とも、日本の食料を支え全国をリードする
足腰の強い茨城農業の実現に向け、土地改良区を
はじめとする会員の皆様とともに、茨城農業改革
を着実に推進してまいりたいと考えておりますの
で、なお一層のご支援ご協力を賜りますようお願
い申し上げます。
 
 

谷 貝　一 雄

　新年度当初にあたりまして、
一言ご挨拶申し上げます。
 会員の皆様方には、日頃よ
り本県の農業農村整備事業に、
ご理解とご協力を賜っており
ますことに紙面をお借りし、
厚くお礼申し上げます。
 近年の農業・農村を取り巻
く情勢は、国際競争の激化、
農業従事者の高齢化、担い手

の不足、さらには、価格競争の激化、安全な食の確
保など多くの課題を抱えているところであります。
 このため、県では「茨城農業改革大綱」に基づ
き、「消費者のベストパートナーとなる茨城農業」
の確立のため、消費者ニーズに対応した競争力の
高い産地づくりと、農村の持つ多面的機能を発揮

できるよう環境に配慮するなど、地域特性を活か
した基盤整備を土地改良区と連携して、各種施策
を進めているところであります。
　特に、農業改革を一層推進するためには、競争
力のある産地づくりの土台となる基盤整備が重要
であります。このため、水田の大区画化とあわせ、
担い手などに農地を集積し、効率的で生産性の高
い体制を確立するとともに、霞ヶ浦用水を活用し
た「畑地かんがい施設の整備」を推進し、高品質
な青果物を安定的に供給できる「大規模園芸産
地」を育成してまいります。
　具体的には、消費者・実需者ニーズのある大粒
米の生産から販売まで一貫した、「買ってもらえ
る米づくり産地」育成のため、「経営体育成基盤
整備事業」を積極的に進めるとともに、畑地かん
がい用水を活用した大規模産地の育成については、
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　新年度当初にあたりまして、
一言ご挨拶申し上げます。
　会員の皆様方には、日頃よ
り本県の農業農村整備事業に
つきまして、ご支援、ご協力
をいただき厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、農業農村を取り巻く
環境は、農業従事者の減少や
高齢化、価格競争の激化、食

の安全など多くの課題を抱えております。
　農村計画課では、土地改良事業を計画的・効率
的に推進するため、「水利用調査」、「土地利用調
査」などの基本的な調査を行うとともに、生産基
盤や生活環境の整備を計画的に進めるため、「土地
改良事業予定地区計画」や「田園環境整備計画」
の策定に努めます。
　また、「茨城農業改革大綱」後期対策の実現や
第６次土地改良５ケ年計画の目標達成に向け、引
き続き水田・畑地整備に関する新規採択枠を優先
的に確保し、計画的な進行管理に努めます。

　さらに、農地及び農業用施設にかかる災害の未
然防止や低下した機能の回復及び農業生産の維持、
農業経営の安定化を図るため、「ため池等整備事
業」、「湛水防除事業」、「地盤沈下対策事業」を
推進いたします。
　一方、近年の農業農村を取り巻く環境の変化に
伴い、土地改良区の運営基盤が弱体化している中、
安定した食料の自給率の確保を図るため、優良な
農地を維持するとともに、地域における農業基盤
の整備が必要であります。
　土地改良区は、農村地域における重要な役割を
担った組織であり、一層の体制・体質強化が望ま
れるところでありますので、会員の皆様のご理解
とご協力をいただきながら、「第三次茨城県土地
改良区統合整備推進方針」に基づきまして、土地
改良区の統合を推進してまいります。
　農村計画課職員が一丸となり農業農村の振興に
取り組んでまいりますので、なお一層のご支援、
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、皆様方の、益々のご活躍とご発展をお
祈り申し上げまして、新年度のご挨拶といたします。

新たに、畑地基盤整備事業の完了した地区を対象
とした畑地かんがい営農推進活動に支援する、
「畑かん園芸産地育成事業」に取り組んでいくこ
とに致しました。
　一方、農業従事者の減少や高齢化、都市化に伴
う混住化などにより、農地や農業用用排水路など
の適切な資源確保が困難になってきております。
　このため、県では、本年度から、農業者だけで
なく地域住民なども参画して、農村のもつ自然環
境や景観の保全などの活動を行う組織に対して支

援する「農地・水・環境保全向上対策」を本格的
に取り組んでまいりますので、会員の皆様方の積
極的な活動参加をお願い致します。
　県といたしましては、引き続き「競争力のある産
地づくり」に向けた基盤整備や土地改良区との連携
による各種施策を積極的に展開してまいります。
　最後に、茨城農業改革を進める上で、皆様方の、
なお一層のご支援とご協力をお願いするとともに、
益々のご活躍をお祈り申し上げまして、新年度の
ご挨拶といたします。

小 山　春 雄

　この度の定期人事異動によ
りまして農地整備課長に就任
いたしました伊藤でございま
す。会員の皆様方には、日頃
より本県の農業農村整備事業
の推進につきまして、ご理解、
ご支援、ご協力を頂き厚くお
礼申し上げます。
　さて、農業農村を取り巻く
情勢は、昨今の食の安全・安

心に関する問題意識の高まり、農業従事者の高齢
化、担い手農家不足、耕作放棄地の増加など多く
の課題を抱えており新たな改革が求められている

ところであります。
　このような中、農業・農村の振興について「茨
城県農業・農村振興計画」及び「茨城農業改革大
綱」に基づき、消費者のベストパートナーとなる
茨城農業の確立を目指して、茨城農業改革に取り
組んでおります。本年度は、後期の改革進展期が
スタートすることから、前期の評価や情勢の変化
等を踏まえ、改革意識の醸成をはじめとする現行
の施策項目を基本に各種施策を強力に推進するこ
とにより茨城農業改革をさらに進展させてまいり
ます。
　特に、基盤整備と担い手への農地集積を一体的
に行い、効率的・安定的な農業経営を図るため

伊 藤　幸 平
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　「経営体育成基盤整備事業」や「畑地帯総合整
備事業」等を積極的に進めてまいります。
・畑地かんがい用水を活用した大規模産地の育成
については、農業改革進展期を迎え、新たに、畑
総事業完了地区の対策として「畑かん園芸産地育
成事業」に取り組む等、更なる推進の強化を図り
ます。
・土地改良事業で造成された農業水利施設の長寿
命化を図り、適切な保全計画、保全対策を行い、
施設の有効利用の支援にも取り組んでまいります。
・県独自の施策として、担い手への農地流動化、
畑地かんがい施設整備の推進のため、「地域農業
再編経営体育成基盤整備促進事業」や「畑地基盤
対策パイロット事業」（制度延長）を活用し、推

進に努めてまいります。
・業務の効率的な執行体制の整備を図るため、情
報の電子化、通信ネットワークの利用、電子入札
等を軸とした「建設CALS／EC」の導入や効率的
な工事の執行を行うため「茨城県公共事業コスト
構造改革プログラム」に基づきより一層のコスト
縮減に努めてまいります。
　農地整備課職員一同これからの施策を積極的か
つ効率的に進めてまいりたいと考えておりますの
で、今後とも皆様方の多大なるご支援、ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、会員の皆様方のますます
のご活躍とご発展をご祈念申し上げましてご挨拶
とさせていただきます。

 農村環境課長の畑岡で ござ
います。昨年度に引き続き、
よろしくお願いいたします。
会員の皆様方におかれまして
は、本県農業農村整備の推進
に当たりまして、日頃よりご
支援ご協力を賜り心から感謝
申し上げます。
　さて本県は、広大な農地と
温和な気候に恵まれ大消費地

に近いという有利な条件を活かし、全国有数の農
業県として発展してまいりました。しかし担い手
農家の減少・高齢化が進むとともに、農産物価格
の低迷や耕地利用率の低下などにより農業粗生産
額が下落するなど、種々の課題がございます。こ
のため県は「消費者のベストパートナーとなる茨
城農業」の確立を目指し、生産者、農業団体等と
一丸となって茨城農業改革を推進しております。
今年度からは改革後半期に入ることから、昨年３
月に策定しました「茨城県農業・農村振興計画」
や「第６次土地改良５カ年計画」に基づき、全国
をリードする元気で力強い本県農業を創出するた
めに、さまざまな施策を総合的に推進してまいり
ます。
農村環境課といたしましては、この両計画を基本
として、豊かな自然環境や美しい景観などの資源
を活かした快適で魅力ある農村の実現を目指し、
農業集落排水事業、農道整備事業、農村振興総合
整備事業等を活用して、生活排水処理施設、農道、
集落道路、コミュニティ活動の拠点となる交流施
設の整備等を推進してまいります。また、地域特
性を活かした中山間地域の活性化を実現するため

に、条件不利地域における農業生産活動等を通
じて耕作放棄地の増加防止や多面的機能を維持
するための「直接支払い制度」を推進してまい
ります。
さらに、中山間地域ならではの少量多品目の生産
・加工・販売を地域ぐるみで一貫して行う「中山
間こだわり産地」を育成するとともに、豊かな自
然環境や地域資源を活かした都市農村交流を積極
的に推進してましります。
　他方、農地や用排水路など農村の社会共通資本
の保全管理は、今までは農村地域共同で行われて
きましたが、農政改革の進展により共同活動への
参加者がさらに減少することが予測されることか
ら、これらを適切に保全するとともに長寿命化を
図る施策が必要でございます。このため施設保全
・長寿命化に取り組む地域ぐるみの共同活動に対
して、国・県・市町村が支援を行う「農地・水・
環境保全向上対策」が今年度から本格的に開始さ
れることとなりました。本施策は、農村地域の活
性化の起爆剤となり得るものであり、会員の皆様
の持っている知見・能力が最大限発揮されますよ
うご期待申し上げます。本施策を是非ともご活用
されますようお願いいたします。
　農村環境課では元気で力強い“いばらきの農業
農村づくり”目指し、職員一丸となって取り組ん
でまいる所存ですので、今後とも皆様方のご支援、
ご協力をお願いします。結びに、会員の皆様方の
益々のご発展をお祈り申し上げまして、年度当初
の挨拶とさせていただきます。

畑 岡　宏 茂

茨城の土地改良 平成１９年４月２７日（第３３５号） 茨城の土地改良 ５）（ ）



（第３３５号）茨城の土地改良平成１９年４月２７日６）（ ）

　茨城県土地改良事業団体連合会の平成１９年度
第１回理事会が、４月３日水戸市宮町の「ホテル
テラス ザ ガーデン水戸」にて開催された。
　最初に、去る２月２７日に開催された第４９回通
常総会で選任された役員紹介があり、続いて県よ
り来賓として出席した谷貝農林水産部農地局長、
小山技監兼農村計画課長、伊藤技監兼農地整備課
長、畑岡農村環境課長、根本国営事業推進室長が
紹介された。

　山口会長のあいさつに続いて、県を代表して谷
貝農地局長が挨拶をした。
引き続き議事に入り、第１号議案、会長・副会長
・専務理事の互選について、第２号議案、平成１９
年度土地改良推進指導事業計画（案）について、
がそれぞれ上程され、共に全会一致で可決承認さ
れた。
 次に、第２回理事会の開催期日が、平成１９年
６月２８日(木）に決して理事会は終了した。

　全国土地改良事業団体連合会の第４８回土地改
良功労者表彰式並びに農業農村整備優良地区コン
クール表彰式が３月２８日、東京都千代田区平河
町のシェーンバッハ砂防にて開催された。
 全国土地改良功労者表彰では、農林水産大臣表
彰５地区、金章表彰地区３６地区、銀章表彰地区
４６地区、銅章表彰地区５１地区が表彰され、ま
た、個人表彰は９８名が受賞した。
 農業農村整備優良地区コンクールでは、農業生
産基盤整備部門７地区・農村振興整備部門７地区
において、それぞれ農林水産大臣賞２地区、農村
振興局長賞２地区、全国水土里ネット会長賞３地
区が受賞した。
 このうち本県からは、次の関係団体・個人が受
賞の栄に輝いた。

真瀬土地改良区（理事長：山田守）

有ヶ池江下土地改良区（理事長：関宗長）
　伊讃美ヶ原記念揚水土地改良区（理事長：荒井儀雄）

　笠間土地改良区（理事長：中澤猛）
　つくば市筑波土地改良区（理事長：石川千之）
　北浦土地改良区（理事長：高柳幸司）

 福原・上稲田土地改良区理事長 中根清治　

新利根川土地改良区総務課長 根本智恵子
 茨城県土地改良事業団体連合会事務局長 菊池陽二

役　名 氏　　　名 所 属 役 職 名

会 長

副 会 長

同

専務理事

理 事

同

同

同

同

同

同

同

山　口　武　平

高　安 　實

雑　賀　正　幸

小　嶋　宇　内

佐　藤　順　一

山　口　伸　樹

草　間　吉　夫

関　　　宗　長

大久保　太　一

横　山　忠　市

小　堤　章　嗣

石　川　千　之

役　名 氏　　　名 所 属 役 職 名

同

同

同

同

同

同

同

同

同

総括監事

監 事

同

島　田　穣　一

大　串　一　也

飯　田　　　稔

栗　山　　　勲

小　嶋　　　勇

中　田　　　裕

笠　嶋　和　良

酒　井　英　一

宇留野　邦　昭

塚　本　周　三

萩　原　　　敬

柴　山　貞　治

前沼土地改良区理事長・県議会議員

小場江堰土地改良区理事長

豊田新利根土地改良区理事長

学識経験者

茨城町長

笠間市長

高萩市長

有ヶ池江下土地改良区理事長・県議会議員

常陸太田市長

麻生東部土地改良区理事長・県議会議員

大野中部土地改良区理事長

つくば市筑波土地改良区理事長

石岡台地土地改良区理事長

南筑波土地改良区理事長

桜川土地改良区理事長

新利根川土地改良区理事長

田谷川土地改良区理事長

桜川市長　岩瀬・泉川土地改良区理事長

下妻市高道祖土地改良区理事長

長井戸沼土地改良区理事長

学識経験者

中妻地区土地改良区理事長

霞ヶ浦土地改良区理事長

大井口土地改良区理事長



　財政融資資金金利が改定されたのに伴い、農林漁業金融公庫が貸し出す農業基盤整備資金の貸付金利

が、平成１９年４月１８日付けで下記のとおり改定されました。         

 
記

（単位：％）

都道府県営補助残 

団 体 営 補 助 残  

非 補 助

災 害 復 旧

区　　　分 融資期間に
かかわらず

融資期間に
かかわらず

融資期間別（一例） 融資期間別（一例）

５年 １０年

２.０５

１.９０

１.９０

－

２.０５

１.９０

１.９０

－

１５年 ２０年 ５年 １０年 １５年 ２０年

改　　定　　前 改　　定　　後（Ｈ１９.４.１８）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

１.３０ １.５５ １.８５ １.９０ １.４０ １.５５ １.８５ １.９０

茨城の土地改良 平成１９年４月２７日（第３３５号） 茨城の土地改良 ７）（ ）

　平成１７年４月１日に施行された「公共工事の

品質確保の促進に関する法律」で「国及び都道府

県は、専門的な知識又は技術を必要とする発注関

係事務を公正に行うことが出来る条件を備えた者

の選定等、必要な措置を講ずるよう努めなければ

ならない」と定められました。

　これに伴い関東農政局及び関東各県を構成員と

する品質確保協議会では、「関東協議会管内農業

農村整備事業発注者支援機関認定制度」を創設、

発注関係事務を適切かつ公平な立場として発注者

への支援（設計・積算、技術審査、監督、検査の

各補助）が可能な機関を認定することとしました。

　本会の認定は「会員の行う農業農村整備事業に

関する技術的な指導その他の援助」を行う（土地

改良法１１１条９項（１））組織であること、及び

農業農村整備事業の推進に係る様々な資格を持つ

技術者が数多く在籍していること等によるもので

す。

　この認定に甘んずることなく、今後とも会員各

位並びに発注者の皆様の期待に応えるよう、なお

一層の技術研鑽に努めます。



（第３３５号）茨城の土地改良平成１９年４月２７日８）（ ）

●農業農村整備事業に関する豊富な知識・経験を基に、関係機関との協議・調整、補助事業の申請・認

　可事務等を含め、企画・構想段階から測量、調査、設計、積算、換地、工事発注、工事監理、維持管

　理、会計検査対応まで一連の業務処理に精通しており、工事の品質確保が図られます。

●会員の視点に立って、守秘性、中立性を保持しながら公正な立場で技術的判断を行い、会員の支援を

　行います。

●農業農村整備事業に関する豊富な経験・知識を有する専門技術者が、国・県等関係機関との協議・調

　整等を効率的に処理できるため、短期間で実施できます。

●計画から設計・積算・工事監理まで一連の業務処理能力に優れている水土里ネット茨城の支援により、

　品質確保とともに各種業務の効率化が図れます。

●国・県・関係団体からの最新技術や積算等の情報を基に、各専門技術者が調査・設計・積算・工事監

　理などを行うのでコスト縮減が図られます。



麻生東部土地改良区

理事長 横山　忠市

 行方市麻生１５６１－１２  　T E L０２９９－８０－６２５５

３３８ ｈａ

行方市

５３０ 名

１８名

５５名

所 在 地：

受益面積：

受 益 地：

組合員数：

理　　事：

総　　代：

監    事：

職　　員：

３名

１名

稲稲荷荷川川土土地地改改良良区区

菅菅生生沼沼土土地地改改良良区区
麻麻生生東東部部土土地地改改良良区区

稲荷川土地改良区

菅生沼土地改良区
麻生東部土地改良区

茨城の土地改良 平成１９年４月２７日（第３３５号） 茨城の土地改良 ９）（ ）

　本土地改良区は、茨城県の東南部に位置し、東

に北浦、中央部に一級河川雁通川に接する水郷地

帯です。

 用水は、北浦に３ヵ所・雁通川に２ヵ所設置さ

れた用排水機場及び各地区に設置された加圧機場

によりパイプライン方式によって各水田に灌漑さ

れています。

 排水は、北浦・雁通川に設置の用排水機場でポ

ンプによる排水と、その他通常は勾配差を利用し

た自然排水により、雁通川及び北浦へと排水して

おります。

 現在、用排水施設の老朽化がひどく、適正化事

業や農業基盤整備事業等で対応してまいりました

が、今後、経営体育成基盤整備事業を取り入れ全

体的に補修・改修を行っていく計画であります。

　本地区は、北浦湖岸に広がる低湿地帯と谷津田

に存在する水田地帯で、古来より水害と干害地帯

でありました。

 また、用水は用水機場２ヵ所とヒューガルポン

プ３７台で行っておりました。谷津田区域では、地

下水、湧き水、溜め池を利用し用水していました。

 排水は、一部を除きすべて自然排水であったため

に、低湿地帯では常時水害地帯となっておりました。

 また、区画は未整備で一筆３アール程度と狭く、

一戸当たり平均６団地に分散していて農作業に多

大の労力を余儀なくされておりました。

　以上のような状態であったため、昭和５１年、旧

麻生町及び関係機関のご指導のもと推進委員会を

結成し、数多くの会合を重ね、昭和５４年、農林水

産省より、県営圃場整備事業麻生東部地区として

採択され、同年１２月に工事が着工されました。

 本事業には、旧建設省、旧水資源開発公団、茨

城県潮来土木事務所による、湖岸堤改修工事、雁

通川改修工事、県道バイパス工事も取り入れられ、

昭和６１年度に面工事が完了しました。

　この事業によりまして、用排水機場５ヵ所、加



圧機場８ヵ所、用水路延長８３，００５ｍ、排水路延

長５７，８８４ｍ、道路延長４５，７９１ｍが完成し、現

在維持管理に努力をしているところです。

 また、旧麻生町内の県営圃場整備事業を実施致

しました５地区の事務統合についても今後積極的

に取り組み、昨今の農業情勢に順応しながら、農

業の明るい未来が訪れることを願い、役員一丸と

なって邁進していきたいと考えております。

 

菅生沼土地改良区

茨城県常総市菅生町１１２７番地５　　T E L０２９７－２７－０３２９
sugaonuma@kairyoku.com
３７５ｈａ
常総市、守谷市
６０４名
１０名
４０名

所 在 地：
E -M a i l ：
受益面積：
受 益 地：
組合員数：
理　　事：
総　　代：

監    事：
職　　員：

４名
４名

 当土地改良区は利根川と鬼怒川の合流点に位置

し、茨城県常総市、守谷市及び千葉県野田市に跨

る５９２ｈａの地域に、水田を主体とした農地３

７５ｈａを抱えている。現在、１都３県１４市２

区１町に６０４名の組合員がいる。

 歴史を振り返ると、この土地改良区は一部の農

地を除き一面に葦や雑草の繁茂する洪水の氾濫地

帯であった。地元住民の水田造成に対する意欲が

強く、大正５年開田及び利根川岸の築堤工事につ

いて農林省及び内務省に陳情した。遊水地でもあ

ったため、内務省は築堤の一部を溢流堤とする事

を条件とした。住民は難色を示したが事業の承認

を得るためには止むを得ないとして計画を受け入

れた。S１０年工事着手、一時、大東亜戦争によ
る中断を余儀なくされたが、S３３年築堤工事が
竣工。地区内では、国策に沿った食料増産のため、

S２１年茨城県農業会の委託事業、S２２年国の代

行開墾建設事業として継続された。S２３年菅生

沼開拓農協、S３３年４月菅生沼土地改良区設立、

工事はS４１年完成した。S５６年度、この地域を

近代的農業経営に適応すべく、土地改良事業によ

る県営圃場整備事業に着工、H６年度完成。しか

し、この美田も利根川堤防に設置された溢流堤か

ら洪水時に流入する濁水や流木、葦、草、塵芥な

どによる被害は甚大であり、その排除対策が最大

の悩みであった。この為、県営湛水防除事業とし

て実施すべく県に申請し、H７年度着工、H１５年

度より滝下用排水機場の本格的な稼動を開始した。

県営圃場整備後、２０年あまり経過した用排水施

設もあり、近年は県単事業及び適正化事業により施

理事長 倉持　泰仍

（第３３５号）茨城の土地改良平成１９年４月２７日１０）（



設の良好な維持管理に努め、圃場内については全組

合員による維持管理活動を毎年実施している。

 又、H１７年度には田園空間整備事業による護 

岸工事が竣工。地元住民や子供たちと共に、環境

保全活動やバーバキュー等のイベントを通した交

流会を開催した。更に、農地・水・環境保全向上

事業に取り組むこととなり、当土地改良区全域を

対象とした地域住民による組織『菅生遊水みどり

の会』を立ち上げた。今後も、地域ぐるみでの活

動に取り組み、圃場や農業用施設を含め地域環境

の保全に全力を注いでいく計画である。

監    事：
職　　員：

３名
０名

 茨城県牛久市中央３－１５－１  T E L０２８－８７３－２１１１　 内線３７０９
１３３．７ｈａ（田１３２．７ｈａ、畑１ｈａ）
牛久市・つくば市・龍ケ崎市
３６２名
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茨城の土地改良 平成１９年４月２７日（第３３５号） 茨城の土地改良 １１）（

　稲荷川土地改良区は、茨城県南部に位置し、東

は土浦市・阿見町、北はつくば市、西・南は牛久

沼を経て龍ケ崎市、つくばみらい市に接している。

また、当改良区東南１ｋｍに国道６号線及び常磐

線が走り、首都圏５０ｋｍ圏内に位置しているこ

ともあり、交通の便には非常に恵まれている。地

形は、つくば市台地と牛久市台地に挟まれた東西

０．２ｋｍ、南北８ｋｍの細長き地域であり、南北

に１／６００、東西に１／１５０の傾斜をなしている。

 用水に関しては一級河川稲荷川からの取水、地

下水の採取により地区内受益地を潤している。ま

た、排水は小排水路より支線排水路を経て、稲荷

川に自然排水されているが、一部地域において、

降雨時の排水問題が生じているため、排水機場に

よる排水を余儀なくされている。

  

　土地改良事業実施以前、本地域は、稲荷川沿岸

の谷津田と稲荷川河口部に散在する浮田からなる

湿田単作地帯であった。土地基盤は未整備にして、

用排水系統も不完全であったため、用水かんがい

に苦慮し、多くの労力を費やしていた。また、確

たる排水路がなく、水田越しの排水のため、降雨

時に数多くの洪水被害を蒙っていた。

 しかし、昭和４０年代中頃に入ると、筑波研究

学園都市建設に伴う稲荷川河川改修事業が実施さ

れることになり、これと平行して浮田の集団化と

河川沿岸地域の圃場整備事業を実施し、用排水路

道路網の整備を計り、大型機械の導入による省力

化と近代農業の促進、営農経営の安定を目指した

のである。当初、事業計画地域は牛久町（現牛久

市）及び竜ケ崎市地内を予定していたが、茎崎町

（現つくば市）地内も組み込み、昭和４７年度に

県営干拓地等農地整備事業採択後、実施設計に着

手し、翌年の昭和４８年度より工事着手、６年間

に及ぶ長い歳月を経て、昭和５３年度に工事が完

了した。その後、昭和５９年度より業務及び会計

に関する事務を牛久町土地改良区事務運営協議会

（現牛久市土地改良区事務運営協議会）に委託し、

現在に至っている。

〈ホームページ等〉

水土里ネットうしくのHPで紹介しています。

URL:http://homepage３.nifty.com/ushitokai/

E-mail:ushitokai@mbh.nifty.com
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